
美
し
い
川

集落に流れる畑口川

は市野瀬の中心を突

き抜けます。夏にな

ると子どもの遊び場

となります。水深も

浅く小さい子どもで

も 遊 ぶ こ と が で き、

親は安心して遊ばせ

る こ と が 出 来 ま す。

魚やカニはもちろん

ですが、6 月になる

とホタルが川の上を

飛び交います。浅瀬

に椅子を置いて、読

書も出来ます。

ツ
ア
ー
プ
ラ
ン

クチュールのツアー

プランでは、市野瀬

の暮らしを体験する

ことが出来ます。ク

チュールの前は、車

があまり通らないの

で道に寝転びながら

星を見る事も出来ま

す。夏の夕暮れは庭

でハンモックに揺ら

れて涼んだり、冬に

はこたつに入りなが

ら、雪を眺めてほっ

こりしませんか？

サ
ワ
ガ
ニ

日本の固有種で川の

上流域から中流域に

住むサワガニは綺麗

な水を示す「水質階

級 I」 の 指 標 生 物 に

なっています。その

サワガニが市野瀬に

は た く さ ん い ま す。

綺麗な水だと教えて

くれる、大切な生き

物です。皆さんも一

度川の中の石を持ち

上げて見つけてみて

ください。
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交
流

市野瀬では住民同士

の 交 流 も 盛 ん で す。

市野瀬で収穫したも

ち 米 は 10kg ず つ

各家庭に配られ、山

の神様感謝祭の食事

に使われます。また

山でイノシシを捕獲

した時には、焼肉に

してみんなに振舞っ

ています。イベント

だけでなく日常生活

の中でも交流があり

ます。

冬心まで洗われる汚れ

のない神聖な雪が特

徴的です。屋根の上

に 1m ぐらい積もる

こともあり、その雪

を落としてかまくら

を作ります。市野瀬

に 来 た 子 や 孫 達 は、

寒 さ の な か 外 へ 出

て元気に雪遊びしま

す。雪はたくさん降

りますが、除雪車が

来てくれるので寒い

中での除雪作業の心

配はありません。

野
菜

自 然 薯、 た け の こ、

小松菜、大根を栽培

しており、取れた野

菜は自分たちで食べ

る分以外はあやべ温

泉の直売所で販売し

ています。自然薯は

調理方法が書かれて

いる紙と一緒に入っ

ているので、初めて

調理する人も安心で

す。広大な土地を利

用して新たな種類の

野菜を栽培してみて

はいかがですか？
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こ の 座 談 会 は、 里

山 ゲ ス ト ハ ウ ス ク

チ ュ ー ル の 工 忠 夫

妻が企画運営されて

います。市野瀬の移

住者・地域住民が暮

らしを紹介するイベ

ントで、市野瀬を知

るためにはうってつ

けの企画です。空き

家見学や特産品の試

食、また住民の方々

のお話を聞く機会も

設けられています。

座
談
会

夜
空
が
綺
麗

都会とは比べ物にな

らないぐらいの星の

数々は、空気が綺麗

だからこそ見ること

のできる美しい夜空

です。ここでは家が

入り込んでいる細道

が多く、交通量が少

ないため車を気にせ

ずに地面に寝転んで

夜空を楽しむことが

できます。市野瀬で

星を見るために民泊

に泊まりに来る人が

いるくらい魅力的な

夜空です。
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美味しいご飯を食べるこ

とが出来るイベントがた

くさんあるので、参加し

てみて下さい！

11 月末

じねんじょ祭

「自然薯を通じて、市野
瀬をもっと沢山の人に
知って貰いたい。」その
熱い思いを象徴する赤い
のぼりが目印の「じねん
じょ祭」。
市野瀬自慢の１本物の自
然薯販売はもちろん、清
流が育む市野瀬産の熱々
ご飯の上に、贅沢に自然
薯をのせた「じねんじょ
ご飯」も味わえます。



MEMBER

森津 俊夫
（水源の里・市野瀬）

市 野 瀬 集 落 は 市 道 沿 い に あ り 静 か で
平 穏 な 村 で す 。 川 は き れ い だ し 6 月
頃 に は ほ た る の 舞 。 お 米 も お い し い
産 地 で す 。 秋 に は 自 然 薯 収 穫 、 前 後
に 山 の 神 様 感 謝 祭 で 集 落 全 員 が 集 ま
り ま す 。 自 然 豊 か な 市 野 瀬 へ い ら し
て く だ さ い 。 ま た お 会 い し ま し ょ う

岡 奈菜
（龍谷大学的場ゼミ）

A t o Z を 作 る 中 で 、 た く さ ん 集 落 の
方 と 関 わ ら せ て 頂 き ま し た 。 な な
ち ゃ ん ！ と 呼 ん で 貰 え る よ う に な っ
た り 、お 祭 り に 参 加 さ せ て 頂 い た り 、
本 当 に 楽 し み な が ら 作 る こ と が で き
ま し た ！ あ り が と う ご ざ い ま し た ！

野々垣 久
（水源の里・市野瀬）

市野瀬の特産品で自然薯、１m 近く細
長い形が特徴で栄養もあり、新陳代謝の
促進に役立つと言われています。空気と
水がきれいで美味しいお米が採れます。
めずらしいキビシタンポポやニホンタン
ポポなどが道端に美しく咲きます。城山 和哉

（龍谷大学的場ゼミ）

作 成 に あ た っ て １ 番 意 識 し た こ と は 、
聞 か せ て い た だ い た 生 の 声 を 表 現 す
る こ と で す 。 聞 い た こ と を 自 分 の 言
葉 に 変 換 す る の で は な く 、 あ り の ま
ま の 言 葉 を 使 う こ と で よ り 地 域 を 身
近 に 感 じ て 貰 え る と 思 い ま す 。

波多野 康夫
（水源の里・市野瀬）

都会のような便利さはないけれど、緑豊か

な自然と笑顔いっぱいあふれる暮らしの中

で元気な仲間とともに土地や村を守ってい

きたい。（遊休地利用で只今何が栽培でき

るのか検討中。乞ご期待）
濱田 ちひろ

（龍谷大学的場ゼミ）

A t o Z を 作 っ て い く 上 で 市 野 瀬 の 良 さ
や 自 然 の 豊 か さ を 実 感 し ま し た 。 集 落
に 訪 問 し た 際 に は 、 地 元 の 方 々 の 優 し
さ や 温 か さ 、 市 野 瀬 の 雰 囲 気 を 肌 で 感
じ る こ と が で き ま し た 。 み ん な 元 気 が
あ っ て 私 も 元 気 を も ら い ま し た 。

平成 19 年、全国に先駆けスタートした「水源の里」は、平成 29 年に 3 回目の条例改正を経て、
更に活動を拡大しています。「水源の里 AtoZ」は、学生の目線から見た「水源の里」を、１冊の
小冊子にまとめたものです。

What's

水源の里AtoZ



後藤 咲葵
（龍谷大学的場ゼミ）

今回 AtoZ 作成に参加させて頂き、地域
の方々のお話を聞かせて頂いたり、地域
の行事に参加させて頂いたりと、とても
貴重な体験になりました。地域の方と一
緒に作り上げてきたものが素敵な作品と
なりとても嬉しいです。中嶋 茂樹

（水源の里・市野瀬）

私は市野瀬を守りたい、残したい美しい
優しい故郷を、このままでは１０年後どう
なってしまうのか。今なら間に合う、貴方
の帰りを道端に花を咲かせて待っています。
私たちと一緒に花咲く市野瀬にしてくださ
い。そして幸せになりましょう。

芝原 キヌ枝
（水源の里・市野瀬）

春、万物の芽吹き、躍動。夏、緑、河鹿の声、
蛍の光。秋、稔り、紅葉。冬、雪と四季
の移ろいの中で土と共にある暮らしは五
感を豊かにしてくれる。今、地域みんな
で交流、関係、移住、定住等の受け入れ
の輪を広げ、笑顔溢れるど田舎にしたい。

松田 和幸
（龍谷大学的場ゼミ）

今 回 地 域 の 方 々 と 協 力 し 、 イ ン タ ー
ネ ッ ト の 情 報 に は 載 っ て い な い 貴 重 な
お 話 を 聞 く こ と が で き 、 完 成 す る こ と
が で き ま し た 。 こ の 冊 子 に は 人 の 思 い
や 地 域 の 良 さ な ど が 詰 ま っ て い る の で
是 非 端 か ら 端 ま で 読 ん で 下 さ い ！

工忠 照幸・衣里子
（水源の里・市野瀬）

私たちはご縁があって大阪から市野瀬
に移住しました。自然に囲まれた山間
の集落で世界中からゲストさんをお迎
えしています。ゲストさんや集落の方
に可愛がっていただきながら、息子が
どんな人に成長するか楽しみです。

学生は繰り返し集落を訪れ交流を重ね、地元の方々はこれまでの集落の歴史・魅力を見つめ直し、両者が力を合わせ、
この「集落の名刺」を紡ぎ出しました。これからも「水源の里AtoZ」をはじめとした農村都市交流、水源の里集落
と外部組織との連携事業を推進していきます。

的場 信敬
（龍谷大学教員）

今回の AtoZ で、地域の文化、伝統、自
然などたくさんの「売り」をご紹介しま
したが、何よりの「売り」は、集落の皆
さんです。懐かしい温かさを感じさせて
くれます。仕事を辞めることが出来たな
ら本気で移住したいかも！？
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